
2022年度 秋学期
第35回 関西大学
高槻ミューズキャンパス公開講座

この世の中は
リスクだらけ？
～暮らしに役立つ「リスク学」
関西大学社会安全学部は設立13年目となり、高槻ミューズキャンパス公開講座も今回で35回目となりました。
今回は「この世の中はリスクだらけ？」を総合テーマとして、暮らしに役立つ「リスク学」について講演いたします。
リスク学の基礎知識や安全基準について具体的な事例をもとにご紹介いたします。

●必ず参加者ご自身でマスク（予備を含む）をご用意ください。
　※マスクの着用がない場合はご参加いただけません。大学でマスクは用意しておりません。
●各自で事前に検温をお願いします。万一、発熱や咳などの体調不良症状がある場合は
　参加を見合わせてください。
●新型コロナウイルス感染症に罹患し治癒していない方や、濃厚接触者等として健康観察の
　指示を受けている方は参加を見合わせてください。

参加希望者
へのお願い
感染症予防措置
について

※新型コロナウイルス感染症の状況に鑑み、中止となる場合があります。
　その場合は社会安全学部ホームページにてお知らせいたします。

主催 関西大学 後援 高槻市、高槻商工会議所

リスク社会の歩き方 －リスク学入門
大阪大学 データビリティフロンティア機構　教授　岸本 充生 13:00～14:30

講演 1

あなたの守りたいものは何ですか？
－リスクと安全基準
関西大学 社会安全学部　准教授　菅原 慎悦 

14:30～16:00

講演 2

関西大学 高槻ミューズキャンパス
西館 M706教室  大阪府高槻市白梅町7番1号

会 場

【事前申込制（先着順）】

90名
定員

500円
受講料
（資料代）2022年11月5日土

13:00～16:00（開場・受付 12:30～）
日 時



JR高槻駅から徒歩約7分　阪急高槻市駅から徒歩約10分

関西大学高槻ミューズキャンパス 西館
M706教室会場

※申込み時にご記入いただきました個人情報につきましては、受講者名簿の作成、次回講座のご案内送付、各種連絡の目的にのみ使用いたします。

 

関西大学高槻ミューズオフィス
電話またはインターネット専用ページでお申込みください。

◎ 電話 ： （０７２）６８４－４０００ （平日／１０：00～１6：00）
◎ 「関西大学社会安全学部」ホームページの
　 「公開講座（第35回）開催のお知らせ」から
 お申し込みください。
 （URL）https://www.kansai-u.ac.jp/Fc_ss/

申込み方法

2022年10月5日（水）～11月4日（金）
平日 10：00～16：00　※定員になり次第、申込み受付終了

受付期間

●車やバイクでのご来場はご遠慮願います。公共交通機関をご利用ください。
●キャンパス施設内は、全面禁煙です。ご協力をお願いいたします。

お願い

500円（資料代として当日、受付にてお支払いください）
受講料

関西大学 高槻ミューズオフィス
TEL. （072）684－4000［ 月～金 9：00～17：00 ］

問合せ
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※新型コロナウイルス感染症の状況に鑑み、中止となる場合があります。
　その場合は社会安全学部ホームページにてお知らせいたします。

大阪大学 データビリティフロンティア機構　教授　岸本 充生 

13:00～14:30

リスク社会の歩き方 －リスク学入門
講演 1

私たちが普段何気なく使う「リスク」という言葉には、その言葉が生まれた歴史的な経緯やどうし
ても日本語に訳しづらい理由があります。「リスク」という切り口をより深く知ることで、日々新しい
リスクが生まれる現代社会を少しでも快適に暮らすことができるのではないでしょうか。具体的な
事例をもとに、リスク学のさまざまな考え方～リスク評価とリスク管理、リスク比較、リスク認知、リ
スクトレードオフ、リスクコミュニケーションなど～を紹介します。 

関西大学 社会安全学部　准教授　菅原 慎悦 

14:30～16:00

あなたの守りたいものは何ですか？
－リスクと安全基準

講演 2

身の回りにある様々な安全基準のなかには、リスクの考え方をもとにして決まっているものがあ
ります。多くの場合、リスクを完全にゼロにすることは現実的ではありません。では、どのような、そ
してどの程度のリスクならば、「安全」と言えるのでしょうか。今回は、原子力や放射線の基準がど
のように決められてきたのかを紹介しながら、「科学」と「判断」が交錯する様子を見ていきます。


